
広報

大村消防署は10月30日、園児だちに火遊び

の防1tや消防の仕事を理解してもらおうと¥

「ちひ、つ子防火大会」を開きまし芝。

会場の県消防学校には、市内の22鈎稚園・

保育所 〈園〉から約600人ガ参加。火遊び

の恐さ・防止などを学び、レスキユ 隊の救

肪訓練や一斉放水を見学。そのあと、消防車

との綱引き、大型水鉄砲¥人間もぐらたたき

などを楽しみましだ。

最後に園児だちは「火遊びは絶対しません」

と誓いまし定。

火ガ恋しい季節となりました。火の元には

充分注意してください。
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司
時
代
行
列

大
村
純
忠
¥
天
正
4
少
年
な

ど
先
代
の
偉
人
定
ち
総
勢
叩
入

、ガ
勢
揃
い
。
皆
さ
ん
な
か
な
か

お
似
合
い
で
す
。

φ
三一
一
市
制
印
周
年
記
念
・
第
引
回
お
お
む
ら
祭
。

2 

3
日
の
本
祭
り
は
、
大
村
駅
前

を
、
大
村
部
隊
音
楽
隊
を
先
頭
に

各
出
演
団
体
が
次
々
と
出
発
、
沿

道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
祭
り
会

場
へ
と
練
り
歩
き
ま
す
。

会
場
は
祭
一
色
、
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
、
民
踊
道
行
、
中
国
・
上
海
の

技
術
研
修
生
も
加
わ
っ
た
日
舞
道

行
、
ミ
ス
大
村
パ
レ
ー
ド
、
大
村
純

忠
・
実
正
4
少
年
な
ど
先
代
の
偉

人
ら
に
ふ
ん
し
た
時
代
行
列
、
郷

土
芸
能
で
は
中
岳
浮
立
、
黒
丸
踊
、

コ
ッ
コ
デ
シ
ヨ
な
ど
が
披
露
さ
れ

た
。
ま
た
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

市
制
叩
周
年
記
念
・
第
引
回
お

お
む
ら
祭
り
は
け
月
3
日
、
市
営

野
球
場
を
主
会
場
に
、
ミ
ス
大
村

パ
レ
ー
ド
や
時
代
行
列
、
郷
土
芸

能
、
カ
ー
ニ
バ
ル
、
エ
ア
|
シ
ョ

ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
約
2
万
人
が

楽
し
み
ま
し
た
。

前
夜
祭
は
2
日
、
市
民
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
会
場
は
超
満

員
、
自
慢
の
の
ど
を
ふ
る
っ
た
職

場
対
抗
歌
合
戦
、
あ
で
や
か
な
姿

で
会
場
を
沸
か
せ
た
位
ミ
ス
大
村

選
彰
式
で
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
ま
し
た
。

約
5
0
0
人
が
出
演
し
た
樽
み
一
}

し
、
子
供
に
人
気
の
カ
ー
ニ
バ
ル

で
祭
り
も
最
高
潮
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
の
は
工

ア
l
シ
ョ
ー
。
5
人
の
ダ
イ
バ
ー

が
約
2
、
D
O
O
M
の
上
空
か
ら
命

が
け
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
着
地
成
功

に
、盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

大
村
の
秋
を
彩
る
恒
例
の
お
お

む
ら
祭
り
、
市
民
参
加
の
ふ
る
さ

と
祭
り
と
し
て
、
親
し
ま
れ
続
け

て
い
ま
す
。

企姉妹都市・兵庫県伊丹市の菊井

事楽社の皆さんも友情出演。

企ミス大村選彰式

前夜祭で行われだ選彰式、 3人

のミスの皆さんがあでやかな姿を

表すと、会場から「きれかね/...J

の声ガ絶えず聞こえてきましだ。

企職場対抗歌合戦

市内の職場から12チームガ参加

し自慢ののどで熱唱。会場は大応

援団で大フィーパ-。

優勝は、大村市料飲業組合でし

だ。

前夜祭(11/2・市民会館〉
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4

司
日
舞
道
行

大
村
藤
間
流
五
社
中
、
藤
間

流
紅
の
会
に
よ
る
優
美
な
舞
。

五
社
中
の
中
に
は
、
大
村
に
滞

在
中
の
中
国
・
上
海
県
の
産
業

技
術
研
修
生
も
友
情
出
演
さ
れ

ま
し
だ
口

企樽みこし

子供から大人みこし13団体総勢約500人ガ

参加しての勇壮な樽みこし。祭りのだいご昧を

感じさせます。

企リズムダンス

軽快な1)ズムに乗り、軽やかに踊るミツコリズム
夕、ンス。

開理...  開閉

h
p
民
踊
道
行

祭
り
に
欠
か
せ
な
い
我
、ガ
国

伝
統
の
民
踊
。
大
村
市
連
合
婦

人
会
、

民
踊
協
会
、
民
踊
愛
好

会
、
農
協
婦
人
部
の
総
勢

3
5

0
人
、
ガ
出
演
し
ま
し
だ
。

‘中岳浮立
まつりばやしに合わせ優

雅な舞いを披露した中岳浮

立¥かわいうしい衣装の鈎

児など約90人が出演しまし

だ。

企カーニバル

カーニバルの出演に子供たちの目ガ
光ります。陸 -i包3部隊ガ出演、戸ン
パンマンやウルトラマン、スペースシ
ャトルなど趣向を擬らしだ出し物に、
子供だちは大喜び。

一一一一一一一一 一一一一一ームー~... .• =--.;;..'-.-c:7'..:_-' .，;~_::.~j 

rff， ア Jョー fや ききに命11け

ふ 51
Z也成切に盛灼芯

定。

ウルトラマンは、子供の
人気の的
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黒
丸
踊
り

も
う
す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
っ
だ
黒
丸
踊

り
¥
勇
壮
で
華
麗
な
踊
り
は
観
衆
を
魅
了
し

ま
し
た
。
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二市のイメージアップに一役二

コ イ吏桜B

ン今節、 '92
テ回がミミ
スてや決スス
卜 14ま'花大
。回り菖村
ミ目ま蒲
スをしのミ
大迎た 3 ス
村え :。人お
iこた のお
はミ 美 む
永ス のら

田
朱
美
さ
ん
(
水
田
町
・
四
歳
・

学
生
六
ミ
ス
お
お
む
ら
桜
に
は
原

田
真
由
美
さ
ん
(
今
津
町

-n歳・

自
衛
官
)
J

ミ
ス
花
菖
蒲
に
は
岩
永

夏
子
さ
ん
(
小
川
内
町
・
幻
歳
・

防
衛
庁
事
務
官
)
が
選
ば
れ
ま
し

た。
今
後
1
年
間
、
大
村
の
代
表
と

し
て
公
式
行
事
や
観
光
P
R
な
ど

に
花
を
添
え
て
も
ら
い
ま
す
が
、

3
人
は
「
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、

P
R
の
た
め
精

一
杯
頑
張
り
た
い
」

と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

選
彰
式
は
日
月
2
日
、
市
民
会

館
で
の
お
お
む
ら
祭
前
夜
祭
で
行

わ
れ
、
あ
で
や
か
な
姿
を
披
露
、

。
同
3
日
の
本
祭
り
で
の
街
頭
パ
レ

ー
ド
で
も
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
1
年
間
、
市
の
発

展、

P
R
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
た

引
ミ
ス
大
村
の
坂
井
栄
里
さ
ん
、

ミ
ス
お
お
む
ら
桜
の
堤
亜
矢
さ
ん
、

ミ
ス
花
菖
蒲
の
林
田
文
子
さ
ん
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

秋の叙勲
大村から4人ガ受章

平成4年秋の叙勲の受章者ガ発表さ

れ、大村からは次の4人の万が栄えあ

る章を受けられました。

。勲四等瑞宝章

藤本三郎さん(檀松3丁目.70歳〉

元大村市議会議員

@勲五等瑞宝章

川瀬益夫さん(松並2丁目.71歳〉

元大村空港事務所総務課長

。勲六等瑞宝章

小田泉さん(松並7丁目・ 61歳〉

元三等陸尉

。勲七等瑞宝章

久田松賓さん(古町オ丁目・ 63歳〉

元入国警備官

秋の褒章に金子さん
秋の褒章の受章者ガ発表され¥大村

から金子さんが受章されましだ。

。黄綬褒章

金子員澄さん(中里町.61歳〉

大村市農協組合長

教育功労者

.f~.~回会組固億窓題諺 \R度

(
一
般
表
彰
〕

V
山
口
サ
ダ
子

公
民
館
料
理
教
室
な
ど
の
講
師

と
し
て
、
生
活
文
化
の
向
上
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

V
大
村
市
華
道
連
合
会

華
道
を
と
お
し
て
、
地
域
文
化

活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

(
一
氷
年
勤
続
表
彰
)

V
上
田
市
次
V
寺
井
大
八

1
学
校
医

V
平
井
清

l
学
校
歯
科
医

V
江
原
緩
之
V
岩
永
秀
明

l
学
校
薬
剤
師

V
貞
松
豊
二
郎

l
社
会
教
育
委
員

V
仙
波
ミ
ツ
子
V
中
島
泰
ニ

V
白

浜
千
寿
子

「教育功労者表彰式」ガ什月2日¥市役所で行わ

れ、本市の教育・文化の振興に寄与され疋25個人・

8団体に記念晶と表彰状ガ贈られまし芝。

表彰を受けられたのは次の方々です。(叡称略〉

ー
体
育
指
導
委
員

V
水
田
善
次
郎

ー
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員

V

(
故
)
前
川
茂

ー
少
年
補
導
委
員

V
田
川
紀
代
子
V
清
原
章
宏
V
樋

口
捷
ニ

V
間
好
嗣
V
漬
崎
正
人

H
H
教
職
員

(
篤
士
山
寄
ぱ
表
彰
)

V
還
田
計

萱
瀬
小
学
校
へ
体
育
館
舞
台
幕
、

演
台
な
ど
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
o

v田
崎
俊
作

松
原
小
学
校
へ
体
育
館
舞
台
幕

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
杉
本
章

コ
一
浦
小
学
校
へ
天
幕
、
図
書
な

ど
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
山
崎
鹿
雄

大
村
小
学
校
へ
校
章
旗
、
学
級

旗
な

E
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
今
里
和
夫
V
松
尾
久
賀
V
山
口

シ
マ文

化
基
金
と
し
て
多
額
の
浄
財

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
富
永
秀
男

市
立
図
書
館
へ
図
書
等
整
備
費

と
し
て
多
額
の
浄
財
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

V
M附
十
八
銀
行
社
会
開
発
振
興
基

金
中
央
小
学
校
へ
デ
ス
ク
オ
ル
ガ

ン
、
富
の
原
小
学
校
へ
シ
ン
セ
サ

イ
ザ
ー
な
ど
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
o

v医
療
法
人
信
愛
会
黒
木
医
院

大
村
申
学
校
へ
吹
奏
楽
器
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村

市
立
図
書
館
へ
児
童
図
書
・
絵

本
棚
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
玖
島
中
学
校
創
立
日
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会

同
校
へ
校
訓
碑
・
体
育
館
舞
台

幕
な
ど
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
富
の
原
小
学
校
創
立
川
周
年
記

念
実
行
委
員
会

同
校
へ
観
察
用
飼
育
舎
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

V
萱
瀬
小
学
校
P
T
A

同
校
へ
校
旗
、
略
旗
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

V
放
虎
原
幼
稚
園
P
T
A

同
国
へ
保
育
備
品
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
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市
制
施
行
印
周
年
記
念
事
業
と

し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
「
黒
丸
お

ど
り
像
」
の
完
成
が
間
近
と
な
り

，
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
な

ど
に
大
村
市
を
P
R
し
よ
う
と
、

5
0
0
年
の
伝
統
と
勇
壮
で
華
麗

な
踊
り
で
、
今
や
世
界
的
に
知
ら

れ
て
き
た
黒
丸
お
ど
り
の
像
を
建

設
す
る
こ
と
が
決
定
。
今
年
7
月

よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

場
所
は
、
年
間
2
4
0
万
人
の

利
用
客
で
に
ぎ
わ
う
長
崎
空
港
の

入
口
・
森
園
公
園
の
一
角
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

黒
丸
お
ど
り
像
は
等
身
大
。
直

径
が

5
灯
あ
る
花
傘
を
担
っ
て
い

る
大
人
像
(
高
さ
U
灯
)

3
体
と
、

鐘
を
持
つ
子
供
像
(
高
さ
M
灯
)

の
2
体
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
現

在
は
大
人
像
の
み
で
、
近
々
子
供

像
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

人
物
像
は
ブ
ロ
ン
ズ
鋳
物
・
緑

青
仕
上
げ
、
花
傘
は
ス
テ
ン
レ
ス

製
。
夜
は
、
下
か
ら
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
で
像
が
浮
き
た
ち
、
一
味
違

っ
た
趣
き
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

総
事
業
費
は
約
5
、
3
0
0
万

円
。
現
在
は
ま
だ
べ
1

ル
を
か
ぶ

っ
て
い
ま
す
が
、
ロ
月
中
旬
ご
ろ

に
は
一
般
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す

空
の
玄
関
口
を
彩
る
「
黒
丸
お

ど
り
像
」
、
訪
れ
る
人
々
を
楽
し
ま

w
.
1
W
(

大

村

市

長

松

本

崇

印

せ
、
そ
し
て
、
強
い
印
象
を
与
え

年

1
J

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
o

叩

去
る
叩
月
お
日
午
前
6
時
間
分
ら
れ
て
い
る
。

…

吟
私
は
い
つ
も
の
よ
う
に
眼
を
覚
ま
ご
近
所
の
方
々
を
は
じ
め
守
市

山

討
し
た
。
パ
チ
パ
チ
音
が
す
る
の
で
内
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
知
人
友
人
数

討

中
隣
の
台
所
へ
の
扉
を
開
け
た
。
と
多
く
の
方
々
が
駆
け
つ
け
て
く
だ

岬

W

こ
ろ
が
、
そ
こ
は
ま
さ
に
火
の
海
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
過
分
な
る
お

…

ん?
と
化
し
て
い
た
。
思
わ
ず
「
火
事
見
舞
い
や
力
を
落
さ
な
い
よ
う
に

年

以
だ
/
」
と
叫
ん
だ
。
驚
い
て
腰
を
と
の
温
か
い
励
ま
し
を
い
た
だ
き

時

恥
抜
か
す
と
い
う
の
か
、

一
瞬
、
ぼ
感
激
し
た
。
ま
た
、
当
面
の
急
場

恥

叩
う
然
自
失
と
な
っ
た
が
、
気
を
取
し
の
ぎ
に
と
、
日
常
必
需
品
な
ど

呼

釘
り
直
し
て
、
ま
ず
は
家
族
を
安
全
お
届
け
〈
だ
さ
っ
た
方
も
あ
り
ま

即

時
な
場
所
へ
移
し
、
山
番
へ
通
報
、
し
た
が
、
竹
馬
の
友
A
君
は
小
雨

午

…
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
渡
っ
た
。
の
中
、
愛
用
の
背
広
上
下
を
持
っ
て

的

年

自
分
で
も
、
ホ

l
ス
を
取
り
出
き
て
く
れ
た
。
こ
の
友
情
が
嬉
し

傾

向
し
必
死
に
消
火
に
努
め
た
が
、
結
か
っ
た
。
地
元
消
防
分
団
長
で
小

限

か
局
無
駄
な
抵
抗
だ
っ
た
。
は
ど
な
学
校
同
級
生
の
O
君
は
、
消
火
の

恥

渇
く
、
消
防
車
が
到
着
、
消
防
署
員
陣
頭
指
揮
に
当
た
り
、
さ
ら
に
、

時

的
と
市
消
防
団
8
1
ロ
分
団
の
団
員
団
員
と
共
に
翌
日
の
明
け
方
ま
で

即

時
の
方
々
の
懸
命
の
消
火
活
動
に
よ
夜
回
り
を
続
け
て
い
た
だ
い
た
。

中

で

て
、
よ
う
や
く
鎮
火
し
た
。
私
た
ち
は
家
も
財
産
も
失
っ
た

…

午

早
朝
で
風
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
人
々
か
ら
い
た
だ
い

午

ザ
こ
と
も
幸
い
し
、
住
み
な
れ
た
自
た
温
か
い
心
と
情
け
が
何
も
の
に

呼

恥
家
は
全
焼
し
た
が
、
隣
接
の
母
屋
も
か
え
が
た
い
宝
と
し
て
残
っ
た
。

ふ十

時
は
類
焼
を
免
が
れ
た
。
ま
た
、
誰
あ
ら
た
め
て
多
く
の
皆
様
に
感

時

前

一
人
け
が
ら
し
い
け
が
も
な
か
っ
謝
す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
厚
く

即

時
た
の
は
、
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

時

的

そ
れ
に
し
て
も
、
消
防
署
長
や
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

印

船
消
防
団
長
と
共
に
、
全
市
の
消
防
し
た
が
、
市
民
皆
様
の
無
事
安
全

午

時
の
指
導
に
当
る
べ
き
立
場
の
私
が
、
を
お
祈
り
し
、
防
火
防
災
の
初
心

ゆ

恥
自
分
の
家
か
ら
出
火
し
、
多
く
の
に
か
え
っ
て
再
出
発
し
よ
う
と
心

恥

ゆ
方
々
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
は
に
誓
い
ま
し
た
。

ぬ
5

1 

空
港
入
口
に
建
設
中
の

黒
丸
お
ど
り
像
。

と

た

訪

夫

し

諏

工

ま

意

い

B

白

創

で

古

丁

が
ん

B
佐

3

れ

組

村

小

松

ぞ

り

今

¥

植

れ

取

。

…

A

そ

に

す

秀

吉

本

秀

木

、

り

で

優

佐

宮

優

ノ

ム

作

り

・

小

、

最

回

一

面

あ

、

瀬

・

須

チ

作

と

ル

A
荒

を

や

、

活

図

壁

お

大

白

ド

疋

会

ン

創

一

供

出

直

・

つ

作

で

の

一

村

、

会

尾

作

力

い

化

を

「

ル

動

オ

ン

し

供

コ

¥

チ

子

い

壁

材

使

創

ク

次

ク

今

区

大

松

創

造

養

文

化

う

一

活

用

ラ

ま

子

画

ム

旬

。

思

く

廃

を

る

一

は

ン

…

8
動
…

¥

創

を

の

発

い

ク

作

什

グ

れ

の

壁

一

に

加

の

描

¥

ど

す

ワ

果

コ

選

・

活

秀

画

て

山

会

活

と

ン

創

、

ガ

小

わ

内

、

チ

動

参

動

を

ム

な

作

ム

結

画

入

ア

作

優

壁

じ

調

供

の

う

コ

び

J

域

行

市

ら

ぬ

活

ガ

活

ど

一

口

四

製

一

査

壁

・

創

・

通

協

子

動

ろ

画

よ

会

三

で

か

に

作

ム

会

な

チ

廃

て

チ

害

。

。

壁画地区の伝統芸能である浮立

を描いた今村Bの皆さん

創作 空き缶を使ってみごとな

みこしを作った植松 3丁目の皆さん
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平成 4年12月号

V日ごろの活動成果披露
(10/17------19・市コミセン〉

「第13ロコミセンまつり」ガ10月17日から

3日間開かれ、多くの人でにぎわいました。

市コミセンぽ、 95団体約1，700人が文化

活動の場として定例的に利用。コミセンまつ

りは、日ごろの活動成果を発表する場として

毎年間かれているもので、器楽演奏、コーラ

ス、民踊、ダンス、舞踊などの舞台発表や書、

総画、写真、工芸などの作自展示ガ行われま

しだ。ま芝、うどん、菓子などのバザーも人

気を呼んでいましだ。

広報おおむ ら

企堂々の初舞台 。0/17・市民会館〉

この夏結成されだ大村市民劇団 (主管・大

村ふるさと劇団副作座〉による演劇「花の少

年鼓手浜田謹害物語」 の初公演が10月17目、

市民会館で行われましだ。

浜田謹吾は、明治元年、大村藩より秋田ヘ

出征して戦死し疋15歳の少年鼓手です。血染

めのえりには、白ガ子を励ますだめに縫いつ

けられ疋歌があり、現地の人の涙と感動を呼

びました。これが縁で、現在、 秋田県角館町

とは姉妹都市を結んでいます。

この日は、同町の議長さんらも来場、熱l山

に鑑賞されていまし定。

公演は、初めて舞台にたつ人がほとんどで

し芝ガ、演技も堂々としておりなかなかのも

の。微神堂の少年剣士も友情出演し会場を盛

り上げました。

企笑いと感動のミュージカル(10/19・市民会館〉

移動芸術祭 ・ミュージカル 「あれだちは天

使じゃなし¥Jガ10月19目、市民会館であり、

会場は笑いと感動に包まれましだ。

移動芸術祭は、優れ芝舞台芸術をより多く

の人に鑑賞してもらおうと、文化庁ガ派遣し

ているものです。

いずみだくの音楽による美しいメロディー、

ミュージ力ル劇団フオーリーズの笑いと感動

のミュージ力んに会場から惜しみない拍手ガ

送られまし疋。

企活力ある老齢化社会を (11/10・市民会館〉

老齢化社会の福祉を考えようという「大村

市老人福祉大会J ガ竹月10日、市民会館で開

かれましだ。

会場には、市内の96老人クラブの会員など

約800人が参加。長年役員を続けている

人への功労表彰や体験発表、本経寺住職 ・佐

百亮尊さんを講師に「生きる」と題しての講

演の後、各地区の老人会などによる叡や踊り

などの催しがあり、大会は盛会連に終わりま

しだ。

h
p
仲
良
く
稲
刈
り

(叩
/
お

・
田
下
町
の
萱
瀬
中
実
習
田
)

菅
一
瀬
中
学
校
(
寺
崎
喜
久
雄
校
長

・
苅
人
)

で
は
叩
月
お
巴
、
ろ
う
学
校
中
学
部
の
生
徒
な

ど
句
人
を
招
い
て
の
稲
刈
り
で
交
流
を
深
め
ま

し
だ。こ

の
両
枝
の
交
流
、ガ
始
ま
っ
て
ち
ょ
う
ど
叩

年
。
毎
年
、
巴
植
え
や
稲
刈
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。実

習
回
で
は
¥
両
校
の
生
徒
だ
ち
が
慣
れ
な

い
か
ま
を
手
に
仲
良
く
作
業
。
田
植
え
か
ら
手

が
け
だ
水
稿
、だ
け
に
、
立
派
に
実
つ
だ
稲
穂
に

満
足
げ
で
し
だ
。

h
F
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
く
、
健
康
に

(
什
/

ペl

・
補
助
グ
ラ
ン
ド
ほ
か
)

県
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
工
ー
シ
ョ
ン
察
、
ガ
刊
月
々
!

日
¥
大
村
を
主
会
場
に
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
の
多

く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
疋
。

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
組
織
の
充
実
で
¥
明
る
く

健
康
的
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
し
よ
う
と
、
昨
年
か

ら
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

競
技
は
、
市
民
体
育
館
、
市
営
野
球
場
、
補
助
グ

ラ
ン
ド
な
ど
を
会
場
に
、
イ
ン
ア
ィ
戸
力
、
パ
ド
ル

テ
ニ
ス
¥
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
¥
ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
8
競
技
、ガ
行
わ
れ
¥
楽

し
く
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
だ
。

表

;

発

一

ムロ

バ

舞

一

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

6 

工
業
統
計
調
査
ヘ
ご
協
力
を

毎
年
ロ
月
白
日
現
在
で
、
製
造

業
を
営
む
事
業
所
の
1
年
間
の
製

造
活
動
の
現
況
を
調
査
す
る
も
の

で
、
そ
の
結
果
は
我
が
国
の
工
業

の
実
態
把
握
、
産
業
構
造
の
分
析
、

国

・
地
方
自
治
体
に
お
け
る
都
市

計
画
の
作
成
お
よ
び
景
気
、
中
小

企
業
対
策
の
立
案
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
中
大
変
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
当
調
査
の
必

要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
を
お
願
レ
し
ま
す
。

な
お
、

平
成
3
年
の
工
業
統
計

調
査
に
お
け
る
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課

平成3年産業別事業所数，従業者数，製造品出荷額等の状況(単住:所，人，万円)

区 分 事業所数 従業者数 製造品出荷額等

京港 数 164 4，452 5，795，096 

食 キ斗 口仁口3 製 YiEEt コ 業 41 804 1，080，140 

飲料 ・飼料 ・たばこ製造業 3 185 833，185 

繊 系住 工 業 11 624 403，049 

衣服・その他の繊維製品製造業 16 420 154，342 

木材 ・木製品製 造業 8 82 100，349 

家具 ・装備品製 造業 9 79 75，930 

出版 ・印刷 ・同関連 産業 8 -150 128，518 

プラスティック製品製造業 2 X X 

窯業 ・土石製品製 造業 14 328 543，585 

鉄 室岡 業 2 X X 

金属 製 口仁口I 製 1、昌g二 業 22 270 416，959 
一 般機械器具製 造業 9 243 240，787 
電気 機械器具製 造業 7 1，038 1，640，402 
輸 送 用機械器具製 造業 4 24 30，126 

そ の {也 の 製 造 業 8 205 147，724 

(従業者 4人以上の事業所)

平
成

4
年
中
の
田
畑
作
付
面
積
等
の

へ
い
刊併

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

の
こ
の
調
査
は
、
来
年
の
所
得
税

の
確
定
申
告
、
市
県
民
税
申
告
時

の
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手

数
で
す
が
正
確
に
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
票
は
、
日
月
末
に
お
送
り

し
ま
す
が
、

未
到
着
の
人
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

各
出
張
所
に
お
い
て
、

相
談
日

を
も
う
け
て
い
ま
す
。

提
出
期
限

ロ
月
四
日
出

提
出
先

税
務
課
ま
た
は
各
出
張

所受
付
時
間

午
前
9
時
l
午
後
4

時
加
分

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

各出張所での相談日

期 日 場 所

12月8日(火) コj甫・鈴田出張所

12月9自体) 竹松出張所

12月10日(木) 西大村・萱瀬出張所

12月11日峰) 福重 ・松原出張所

i願SいF行 体拶周1自 大富・・a

のよ つ島 易怯健

主 詰す 事己ノ 1S 更V.J 
皆様の 量目は 固2ぞどF ームι 

語 ) 瞳閉口.

協 1 固
第
4 

、-
7 



=農業集落排水事業二董瀬地区131戸が対象

汚水処理施設建設始まる

平
成

2
年

度

よ

り

、

県

下

で

初

め

て

の

事

業

と

し

て
進
め
ら
れ
て
き
た
「
農
業
集
落
排
水
事
業
」
。
い
よ

い

よ

萱

瀬

地

区

の

汚

水

処

理

施

設

の

建

設

に

着

工

す

る

こ

と

に

な

り

川

月

辺

日

、

田

下

町

の

建

設

現

場

で

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉

鎖

性

海

域

で

汚

濁

が

進

む

大

村

湾

。

水

質

保

全

の

た

め

生

活

環

境

の

改

善

が

着

々

と

進

ん

で

い

ま

す

。

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
公
共

下
水
道
の
普
及
が
困
難
な
農
村
地

区
が
対
象
。
合
成
洗
剤
な
ど
の
有

機
性
汚
濁
物
質
を
含
ん
だ
生
活
雑

排
水
お
よ
び
、
し
尿
処
理
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
作
物
の

成
長
・
悪
臭
な
ど
の
農
業
環
境
や

生
活
環
境
を
改
善
し
、
活
力
あ
る

農
村
社
会
を
築
、
』
う
と
い
う
も
の

で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
ひ
い
て
は
大
村
湾
浄
化
に

も
つ
な
が
り
、
大
き
な
期
待
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

今
回
整
備
を
さ
れ
る
萱
瀬
地
区

(
田
下
町
1
中
岳
町
)
は
1
3
1

戸、

6
2
0
人
が
対
象
。
汚
水
管

の
延
長
は
約
6
、
2
0
0
灯
、
総

事
業
費
は
5
億
7
、
0
0
0
万
円
。

国
の
補
助
、
市
お
よ
び
受
益
者
の

'惨

丸
、与

¥ 司、

工事期間中の安全を願って、くわ入れを行う

松本市長 (10/22・田下町建設現場)

負
担
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
お
り
、

供
用
開
始
は
平
成
6
年
度
の
予
定
。

起
工
式
に
は
、
松
本
市
長
を
は

じ
め
地
元
関
係
者
な
ど
約
刊
人
が

出
席
、
神
事
な
ど
で
工
事
中
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

な
お
、
萱
瀬
下
地
区
(
荒
瀬
町

l
宮
代
町
)
、

1
9
5
戸
、
対
象
8

4
0
人
に
つ
い
て
も
、
平
成
3
年

度
よ
り
管
路
施
設
を
整
備
、
平
成

6
年
度
よ
り
汚
水
処
理
施
設
を
建

設
、
供
用
開
始
は
平
成
8
年
度
の

予
定
で
す
。

工
事
期
間
中
は
、
交
通
規
制
な

ど
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
ハ
計
画
〉
区
域

萱
瀬
、
萱
瀬
下
、
鈴
田
上
、
鈴

田
下
、
今
富
、
福
重
、
武
留
路
、

三
浦
の
8
処
理
区

農
業
集
落
排
水
事
業
に
関
す
る
J

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
林
水
産
部

耕
地
課
土
地
改
良
係
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

8 

農
業
集
落
排
水
事
業

「
萱
瀬
地
区
処
理
施
設
完
成
予
想
図
」



平成 4年12月号広報おおむら

補
助
金
の
額

花一割問
一生
活
排
水
処
理
施
設
を

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

事
業
の
区
域
外
に
あ
る
ご
家
庭
で

の
生
活
雑
排
水
、
し
尿
な
ど
を
浄

化
し
、
快
適
な
生
活
や
美
し
い
環

境
を
守
る
た
め
に
、
「
生
活
排
水

処
理
施
設
(
小
型
合
併
処
理
浄
化

槽
ま
た
は
土
壌
処
理
な
ど
)
」
で
の

処
理
方
法
が
あ
り
ま
す
。

家
を
新
築
・
増
改
築
さ
れ
る
場

合
は
、
「
生
活
排
水
処
理
施
設
」

の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
ご
家
庭
で
も
設
置
さ

E孟立証111品詞1!i@'!llS$t;W

毒山
円菌滅て割門素塩

汚水中の有機物
を微生物が分解

汚水中の浮遊物を
沈殿・分離して除去

「輸入促進地域(フォーリン戸クセス、ノ、ーン=FAZ)Jに

大村市の長崎空港地域が内定

。
小
型
合
併
処
理
浄
化
檀

-
5
人
槽
以
下
:
:
:
初
万
9
千
円

.
6
1
7
人
槽
:
:
:
必
万
3
千
円

.
8
1
印
人
槽
:
:
:
幻
万
4
千
円

。
土
壌
処
理
方
式

・
放
流
型
:
:
:
1
基
当
り
2
万
円

.
無
放
流
型

:
i基
当
り
6
万
円

。
ば
っ
気
方
式
雑
排
水
浄
化
檀

1
基
当
り
6
万
円

環
境
衛
生
課
公
害

村
市

フォーリン・アクセスゾーンの
内定を受け、懸垂幕を掲げ
る松本市長ら

rFAZJとは~ (11/21・市役所玄関)

輸入拡大促進施策の一環として¥輔入の拡大や外国企業の対

日投資促進を目的としており、国際空港などの周辺に輔入面の

「保管・荷さばき施設.J '共同物流・卸センター.J '常設展示

場.J 'nD工組立施設.J '情報センター」などを整備し、地域一

帯を「総合保税地域」として輔入自の展示、販売には関税はか

けず¥運送の際の手続きも不要とするなど一種の「自由貿易地

域」にしようという制度です。

rFAZJの指定を受ければ?
核となる第三セクター等に対し、国からの様々な特典、支援

が施されることから¥関連各種企業等の集種ガ図られるだめ¥

長崎県全体の浮揚はもちろんのこと¥とりわけ大村市の経済浮

揚¥活性化のだめにも大いに期待できます。

rFAZJの指定!こ向けての合後の取り組み
長崎県では¥平成4年9月に第三セクターである「長崎国際

航空貨物ターミナル株式会社 (NI ACT).Jを設立し¥施設の

整備も既に決まっています。

今後はこれを核とし、各種施設の内容や収支の見通しなどを

検討しながら事業計画を策定、年度内の指定をめざしています。

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

処
理
施
設
の
設
置
に
対
し
て
は
、

補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
下
水
道
区
域
内
で
も
、

7
年
以
上
下
水
道
の
整
備
が
見
込

ま
れ
な
い
場
合
に
も
、
補
助
金
制

度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

規
制
係

我が国の輸入拡大を促進するため、

通産省などが進めている「輸入促進

地域(フォーリン・アクセス・ゾー

ン=F A Z)Jの第 1次指定地域として

全国で 7か所、九州・山口地区てやは

北九州市(北九州港地域) と長崎県

(長崎空港地域〈大村市>)の 2か所

が内定されました。

これを受け長崎県では、基本計画

をまとめ、計画の承認を申請し、年

度内の指定をめざしています。

県
大
会
に

鶴
田
J
ん
と
佐
々
原
パ
ん

司子<-"::C_:tl:ぎ

ミ村1fr児童読書~想発表大会

小学生22人が熱弁をふるった児童
読書感想発表大会 (11/3・中地区公民館)

児
童
読
書
感
想
発
表
大
会
が
日

月
3
日
、
中
地
区
公
民
館
で
あ
り
、

市
内
小
学
校
の
児
童
代
表
幻
人
が

熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
低
学
年
の
部
で
、

『「
が
ん
ば
れ
/
金
子
く
ん
」
を
読

ん
で
」
の
鶴
田
真
里
子
さ
ん
(
大

村
小

3
年
)
と
高
学
年
の
部
で

『「
ま
だ
、
ま
に
あ
う
の
な
ら
L

を

読
ん
で
』
の
佐
々
原
鉄
宅
く
ん
(
松

原
小
6
年
)
の
2
人
が
、
市
代
表

と
し
て
県
大
会
(
ロ
月
日
日
、
県

立
図
書
館
)
に
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

9 



がんP2ずね/

3
区
間
力
走

1
九
州
一
周
駅
伝

l

野

口

康

之

さ

ん

(
お
歳
・
松
山
町
)

日
月
初
日
か
ら
日
日
間
行
わ
れ

た
「
九
州
一
周
駅
伝
」
。
長
崎
県
は

7
位
、
昨
年
の
記
録
を
1
時
間
1

分
も
縮
め
躍
進
賞
に
輝
い
た
。

こ
の
中
て
2
日
目
・

6
日
目
・

8
日
目
の
3
区
聞
を
野
口
さ
ん
は

力
走
。体

調
は
整
え
た
つ
も
り
で
い
た

の
に
大
会
初
日
に
腹
痛
に
悩
ま
さ

れ、

2
日
目
は
何
と
か
気
力
で
完

走、

6
日
目
は
体
調
も
回
復
し
、

区
間
で
5
位
と
タ
ッ
チ
差
の
6
位、

8
日
目
は
区
間
7
位
と
健
闘
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
で
7
回
目
の
出
場
と
い
う

大
ベ
テ
ラ
ン
選
手
で
す
。

全
国
高
校
駅
伝
、
大
学
生
に
よ

全
国
大
会
ヘ
出
場

1
国
際
教
育
研
究
協
議
会

弁
論
大
会

l

広報おおむら平成 4年12月号

田中さん家族(中里町)

なかよし家族

右
か
ら
、
敦
子
さ
ん
側
、
竜
也
く
ん

ω、
義
幸
さ
ん
側
、

和
幸
く
ん
側
、
健
治
く
ん
側
、
稔
さ
ん
側
、
喜
久
子
さ
ん
側

ぼ
く
の
家
ぞ
く
は
、

7
人
家
ぞ

く
で
す
。

3
年
前
に
諌
早
か
ら
ひ

っ
こ
し
て
来
ま
し
た
。

ぼ
く
は
3
年
生
、
弟
は
ょ
う
ち

え
ん
と
ー
さ
い
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
い
ち
ば
ん
下
の
弟
を
見
て

く
れ
ま
す
。
お
父
さ
ん
は
、
会
社

に
行
っ
て
い
ま
す
。

ば
く
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
大

好
き
で
す
。
お
母
さ
ん
は
バ
レ

l
、

そ
し
て
、
ぼ
く
は
野
球
で
弟
は
サ

ッ
カ
ー
で
す
。
と
て
も
楽
し
い
家

ぞ
く
で
す
。

ま
く
ま
、

み
ん
な
大
好
き
で
す
。

(
和
幸
)

る
箱
根
駅
伝
と
学
生
時
代
か
ら
頭

角
を
表
わ
し
、
帰
郷
後
も
、
途
中

2
年
間
腰
痛
で
出
場
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
の
九
州

一
周
駅
伝
7
回
の

出
場
と
い
う
の
は
立
派
。

「
毎
日
の
練
習
の
積
み
重
ね
が

レ
l
ス
に
表
わ
れ
る
。
会
社
の
理

解
が
無
か
っ
た
ら
今
ま
で
続
け
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
迷
惑
を

か
け
て
い
る
分
頑
張
ら
な
く
て
は
L

と
い
う
意
気
込
み
が
、
現
在
の
野

口
さ
ん
を
支
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

目
標
は
叩
回
出
場
。
そ
れ
ま
で

に
「
チ
l
ム
一
丸
と
な
っ
て
も
う

一
つ
上
を
狙
い
た
い
」
と
、
既
に

野
口
さ
ん
の
足
は
1
年
先
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

の
反
感
や
偏
見
が
あ
る
と
か
、
買

物
で
、
あ
る
日
本
人
の
態
度
を
見

て
の
、
ア
ジ
ア
の
人
に
対
す
る
日

本
人
の
思
い
上
が
り
、
ご
う
慢
さ

へ
の
問
い
か
け
、
日
・
中
国
際
結

婚
で
の
文
化
と
生
活
水
準
の
違
い

か
ら
く
る
悲
し
い
出
来
事
な
ど
に

ふ
れ
、
お
互
い
が
理
解
し
、
協
力

し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど
を

切
々
と
訴
え
ま
し
た
。

「
名
前
を
呼
ば
れ
た
と
き
は
ピ

ッ
ク
リ
・
ま
さ
か
と
思
っ
た
」
と

話
す
道
添
き
ん
で
す
が
、
国
際
協

力
へ
の
思
い
は
強
い
。
現
在
、
韓

国
語
を
勉
強
中
で
、
将
来
は
英
語

を
勉
強
し
、
ツ
ア
l
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
に
な
る
の
が
夢
だ
そ
う
で
す
。

f 
¥ 

4-
Zま曜木文中

.;lil 留孝~を副んて‘

主主連 葬JI日号容と友場交流のt

昭
和
白
年
度
の
コ
ミ
セ
ン
中
国

語
講
座
終
了
後
、
結
成
し
ま
し
た
。

会
員
は
日
人
前
後
、
最
初
か
ら

の
会
員
は
5
人
余
、

3
年
以
上
続

け
た
会
員
が
5
人
余
、
け

つ
こ
う

出
入
り
が
あ
り
ま
し
た
。

発
音
の
む
ず
か
し
さ
か
ら
挫
折

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

1

歩
後
退
し
て
2
歩
前
進
と
、
遅
々

と
し
た
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

①
例
年
上
海
交
通
大
学
へ
短
期
留

学

(
2
週
間
)
を
有
志
で
実
施
。

全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
・
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大

会
で
準
優
勝
さ
れ
た
宝
満
チ

l
ム
の
皆

さ

ん

(

日

/

/

9

・
萱
瀬
出
張
所
)

乙ちら自由席
F

策
ん

や
散
」

{

n

J

A

(

 

h
-
b
L
 

-

A

、‘‘一'

f
7
1
u

べ

a
'
-
-
s
'

・

チームワークで準優勝

ハυ
1
2
A
 

②
日
月
に
、
他
の
日
中
友
好
グ
ル

ー
プ
と
、

県
内
の
中
国
か
ら
の

研
修
生
を
迎
え
て
、
「
月
光
の

里
」
で
1
泊
し
て
の
交
流
会
。

③
上
海
県
か
ら
の
大
村
市
へ
の
研

修
生
と
、
会
話
練
習
や
、
コ
ー

ラ
ス
で
の
交
流
。

以
上
が

『中
文
木
曜
会
』
の
毎

年
の
歩
み
で
す
。

国
際
化
が
叫
ば
れ
る
時
代

『初

歩
の
中
国
語
学
習
会
』
に
、
-
人

で
も
多
く
の
人
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

熱
烈
歓
迎
し
ま
す
。

学
習
日

毎
月
第
1
、
2
、
3
木

曜
日
、
午
後
7
時
i

9
時

場

所

市

コ

ミ

セ

ン

連
絡
先

牛
嶋
(宮
@
7
7
5
1
)

ーっ

島根県出雲市の出雲ドームで行われた全国

スポレク祭・ゲートボール大会に県の代表と

して出場した宝満チームがみごと準優勝され

ました。

大会は10月17日・ 19日行われ、全国各地か

ら93チーム、長崎県からは 2チームが参加。

平均年齢73歳、女性中心の宝満チームは、息、

の合ったチームワークと先を読む作戦がズパ

リ的中、日ごろ鍛えたスティックさばきも加

わり準優勝に輝かれました。

おめで、とうございます。

3 
O 
O 
段
の
石
段
が「
続

宝
円
寺
跡

i也
田

し にエ 本無む溢孟孟主主本ざ三ムギ由主~:~'iii'J4 2 
ておン場堂檀f 想現甥~翠轟轟事構顎敷??苦言す
いよジ戸斤は家か 襲警議議軍空空?士会:~_<:::プ γ ー ト 瓦d品一固
まぶのは妙に
す石す高宣等立 大あと 寺れまくえ と
。段くや速寺 し場村つい本」たしのつし
だ近道にくに 藩 た う 経 て の た 寺 けて
け〈路引明あ のの大寺しが。院る領
がにのき治り祈に村がたこそやた民
当あ池取 4 ま願対家大 o のの神めに
時り田ら年し寺しの村 「核社、仏
の、イれ廃たと、私家 多とが領教
面 3 ンま寺。い宝的の 羅し建内信
影 O タ しとしう 円 寺菩 山 てて に仰
を oI たなか公寺院提 宝 造 ら 数を
残段チ。りし的はで寺 円られ多植

大村藩ω祈願寺
=宝円寺跡=

宝
円
寺
は
、
万
治
3
年

(
1
6
6
0
)

藩
主
大
村
純
長
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
真

言
宗
の
寺
院
で
す
。

大
村
藩
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
発
覚
事
件
・

郡
崩
れ
の
直
後
で
あ
り
、
完
全
に
キ
リ

ス
ト
教
を
領
内
か
ら

一
掃
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
の
手
段

1
1ム

1
4
 



サ
弓
リ
l
マ
ふ
め
奥
今
、
ん

第

3
号
被
保
険
者
の

届
け
出
は
お
済
み
で
す
か

に
は
、
自
分
で
市
役
所
へ
届
け
出

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
時
々
「
私

は
保
険
証
に
名
前
が
記
載
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
届
け
出
は
し
て
い
る
」

と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
人
が
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

保
険
と
年
金
の
手
続
き
は
別
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
用
紙
は
市
役
所
に
あ
り

保
険
と
年
金
の

手
続
き
は
別
々
で
す
/

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
(
被

扶
養
者
)
は
、
国
民
年
金
の
第
3

号
被
保
険
者
に
該
当
し
ま
す
(
夫

が
被
扶
養
者
の
場
合
は
、
夫
が
第

3
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
)
。

こ
の
第
3
号
被
保
険
者
に
な
る

井上節代さん(富の原2丁目)の作品落ち葉拾い

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

ご
主
人
の
職
場
で
確
認
を
受
け
、

市
民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
し
て
も

保
険
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん

「
こ
の
届
け
出
を
す
る
と
、
夫

の
厚
生
年
金
保
険
料
が
今
ま
で
よ

り
高
く
な
る
ん
で
し
ょ
う
」
と
い

う
話
を
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
奥
さ
ん
の
保
険

料
は
、
ご
主
人
の
職
場
の
年
金
制

度
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
給
料
か

ら
差
し
引
か
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

保
険
料
は
高
く
は
な
り
ま
せ
ん
。

酔イエ
ス
正
し
い
知
識
持
ち
ま
し
ょ
う

夫
、
か
臓
を
変
わ
っ
た
と
き

も
届
け
出
が
必
要
で
す

エ
イ
ズ
(
後
天
性
免
疫
不
全
症

候
群
)
と
は
、

H
I
V
(
ヒ
卜
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
)
に
感
染
し
て

起
こ
る
疾
患
で
、

W
H
O
(世
界

保
健
機
関
)
に
報
告
さ
れ
た
エ
イ

ズ
患
者
は
現
在
約
何
万
人
、
実
際

に
は
お
よ
そ
1
5
0
万
人
が
す
で

内

/
ハ】

T
E
A
 

に
患
者
と
な
り
、

1
0
0
0
万
人

以
上
が

H
I
V
感
染
者
と
な
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

W
H
O
の
予
測
で
は
、
西
麿
2

0
0
0
年
に
は
、
感
染
者
は
4

0

0

0
万
人
に
達
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

( 

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
安
全
で
す

-
ふ
つ
う
の
キ
ス
・
咳
ゃ
く
し
ゃ

み
・
ま
わ
し
飲
み
・
な
べ
物
な
ど

を

一
緒
に
食
べ
る
・
涙
・
公
衆
便

所
・
プ

l
ル
・
ベ
ッ
ド
の
シ

l
ツ

・
握
手
・
犬
・
猫
・
蚊
・
感
染
者

と
同
居

一
諸
に
働
く
こ
と
・
学
校

・
家
庭
・
職
場

ご
主
人
が
転
職
さ
れ
た
場
合
も

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け

出
が
遅
れ
る
と
時
効

(
2
年
)
を

過
ぎ
た
分
は
未
納
扱
い
と
な
り
ま

す。
届
け
出
が
遅
れ
た
ば
か
り
に
不

利
益
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
、
人
生
の
節
目
に
は
手
続
き

を
き
ち
ん
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
以
前
、
公
的
年
金
(
厚
生
年
金
、

国
民
年
金
な
ど
)
に
加
入
し
て

い
て
年
金
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
年
金

係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

危
険
な
感
染
経
路

①
性
行
為
感
染
②
血
液
媒
介
感
染

③
母
子
感
染

エ
イ
ズ
を
防
ぐ
ア
ド
バ
イ
ス

-
不
特
定
多
数
の
相
子
と
の
性
的

接
触
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
仮
に

性
的
接
触
を
す
る
場
合
は
、
コ

ン
ド
ー
ム
を
使
う
な
ど
相
手
の

体
液
に
直
接
触
れ
な
い
工
夫
を

エイズ⑧知麓劇場

エイズについてのお問い合わせは、保健所や医療機

関へお気軽にお尋ねください。



綜
市
役
所

ω仕
事
案
内

ー
ロ
月
初
日
制

1
1月
2
日
制
ま
で
通
常
業
務
は
休
み
ま
す
H
H

。
ご
み
収
集(

燃
え
る
ご
み
)

-
ロ
月
初
日
附
ま
で
収
集
し
ま
す
。

※
ロ
月
お
日
伽
は
収
集
し
ま
せ
ん

0

・
平
常
業
務
は
、

1
月
4
日
側
か

ら
始
め
ま
す
。

お
願
い

・
休
日
中
に
、
ご
み
て
お
困
り
の

家
庭
は
、
直
接
清
掃
セ
ン
タ
ー

ま
で
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い

0

・
年
末
に
は
集
中
し
て
ご
み
が
排

出
さ
れ
ま
す
。
各
家
庭
・
事
業

所
な
ど
、
掃
除
は
早
め
に
計
画

的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力

広報おおむら平成 4年12月号

相手の立場

考えてますか
二人権週間 12月4日""""'10日二

く
だ
さ
い

0

・
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
の
回
収

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

。
し
尿
く
み
取
り

-
ロ
月
初
日
附
ま
で
は
く
み
取
り

を
行
い
ま
す
。

※
ロ
月
お
日
侃

-
U
日
同
も
く
み

取
り
を
行
い
ま
す

0

・
平
常
業
務
は
、

1
月
5
日

ωか

ら
始
め
ま
す
。

。
水
道
料
金

休
み
中
も
午
後
5
時
ま
で
、
水

道
部
窓
口
で
取
り
扱
い
ま
す
。

。
図
書
館
・
史
料
館

ロ
月
幻
日
制
1
1
月
4
日
制
ま

で
休
館
し
ま
す
。

1
月
5
日

ωは
午
後
1
時
か
ら

の
開
館
で
す
。

※
ロ
月
お
日
働
の
館
内
整
理
日
は

開
館
し
ま
す
。

。
市
税
の
収
納
事
務

お
よ
び
納
税
相
談

市
税
(
市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
な
ど
)
の
休
日
納
税
相
談
お

よ
び
収
納
事
務
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
ロ
月
日
日
側
、
午
前
9

時
1
午
後
5
時

※
こ
の
日
は
、
県
税
の
納
税
相
談

も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

・
ロ
月

m日
ω、
午
前
9
時
1
ロ

主リ

場
所

税
務
課
窓
口

。
出
生
・
死
亡
届
な
ど

出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど
戸
籍

の
届
け
出
は
、
休
み
中
も
宿
日
直

で
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
転
入
や
転
出
、
諸
証

明
の
事
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

。
市
立
病
院

急
患
は
い
つ
で
も
、
当
直
の
医

師
(
内
科
系
・
外
科
系
)
が
診
療

し
ま
す
。

小
児
科
は
、
ロ
月
初
日
耐
と
1

月
2
日
出
の
午
前
中
診
療
し
ま
す
。

「特設人権相談所」を開設します
理由なく無理を強いられたり¥人権を

無視されている人また\~J也\家屋\戸

籍¥登記¥相続¥その他のことでお悩み

の人はお気軽にご相談ください。

費用は無料で¥秘密は守られます。

日時 12月3自体)、午前10時~午後3時

場所市役所第T会議室

相談員人権擁護委員¥法務局職員

※定例相談は¥毎月第オ木曜日(午前10

時~午後3時〉に¥市役所市民相談室

で、行っています。

図書晴入資金に多額の海財を寄付

富永秀男さん(武

部町)は、同氏が在

職(富建) 50周年を

迎えられたのを記念

し10月15日市役所を

訪れ、 388万8，

888円を寄付され
図書購入資金を田中教育長に

ました。 寄付する害永秀男さん(右か

末広がりの意味を ら2番目) (10/15・市役所)

込め f8J を並べての寄付金とされたそうで、市

では、図書館に富永文産を設置、図書等を購入・

整備する予定です。

変重 詰
わ録 実
。制 2
ま度 塁
すが 欠

廃
止
さ
れ
、
次
回
登
録
切
替
の
際

に
は
、
署
名
、
家
族
事
項
を
登
録

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
外
国
人
登
録
用
写
真
の
サ
イ
ズ

が
縦

G
V
、
横
お
ミ
リ
に
変
わ
る
ほ

か
、
規
格
が
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

平
成
5
年
1
月
8
日
か
ら
外
国

人
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

-
永
住
者
・
特
別
永
住
者
の
方
に

つ
い
て
は
、
指
紋
押
な
つ
制
度
が

多
額
の
医
療

住
宅
を
取
得

さ
れ
た
り
増
改
築
を
さ
れ
た
人
、

年
の
中
途
で
退
職
さ
れ
た
人
な
ど

で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
還
付
申
告
は

1
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
0
)
ま
で
。

つd
t
Eム

人権とは、人聞が

人として本来持って

いる権利て¥すべて

の人が等しく幸せな

生活を営むための基

本的な権利です。

私たちは、だれも

が幸福で生きがし、の

ある生活をしたいと

願っています。その

ためには、自分の人権ばかりを主張する

のではなく、他人の人権を尊重し、お互

い相手の立場を考えて、豊かな人間関係

をつくりましょう。

所
得
税

還
付
申
告
は

お
早
め
に

平
成
4
年
中
に

費
の
か
か
っ
た
人



ヴ
ベ
ル
ワ
リ
ふ
反
応
検
査
と

B
C
G接
種

該
当
す
る
乳
幼
児
生
後
3
か
月
1
4
歳

未
満
で
、
今
ま
で
に

1
回
も
受
け
て
な
い

乳
幼
児

料

金

無

料

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児
・
著
し
い
栄
養

障
害
、
ま
ん
延
性
皮
膚
疾
患
の
乳
幼
児

-
熱
の
あ
る
乳
幼
児

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
は
し
か
等
)
接
種
後
1

か
月
を
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児

-
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

ツベルクリン検査・ BCG予防接種目程

実施場所 ツ一反検査 BCG接種

市 f支 所 12月8日 12月10日
官瀬出張所 ω 側

西大村コミセン
12月9日 12月11日

鈴田出張所

二浦出張所
体) 佳}

竹松出張所 12月15日 12月17日
福重出張所 ω (オサ

中地区公民館 12月16日 12月18日
松原出張所 体) (~ 

を
起
、
」
し
た
乳
幼
児

お
願
い
・
母
子
健
康
子
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

-
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
B
C
G
接
種
後
の
2
回
目
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

午後 2時-3時時間

三種混合(百日阪ジフテリ戸破傷風)

予防接種実施中
年聞を通じて無料て、¥生後 3か月より個別

接種ができます。

※詳しくは、指定医院または環境衛生課保健

衛生係へお尋ねください。

麻
し
ん
Z
し
か

Jρ

予
防
援
種
実
施
中

該
当
す
る
幼
児

生
後
回
か
月
1
η
か
月
ま
で
の
幼
児
で

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
。

接
種
方
法

個
別
接
種
で
す
の
で
、
直
接
指
定
さ
れ

た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

接
種
期
限
平
成
5
年
3
月
紅
白
附

料

金

無

料

指
定
医
院

田
川
小
児
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、

野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
須
田
小
児
科
医

{元

三種混合予防接種指定医院

医 院 名 住所 電話番号

寺 井 医 F完 玖島 1丁目 52 -3574 

不公 尾 医 F完 玖島 1丁目 52-4412 

田川小児医院 東本町 52-4000 

近 藤 医 F完 東本町 54-1166 

出口 小児科医院 諏訪 3丁目 52-2252 

与那城 医院 i也田幸庁町 53-5575 

野口内科こども医院 西大村本町 52-2339 

須田小児科医院 植松 3丁目 54-7200 

桝本屋婦人科内科医院 大川田町 55-8355 

牧 山 医 院 宮小路2丁目 55-7831 

さくら荘
年忘れ演芸大会

日時 12月刊巴(問、午前10

時30分~午後3時
場所福祉センター2階集

会室
皆さんのご来場をお待ち

しています。

冬
休
み
学
童
保
育

入
所
児
童
ほ
し
ゅ
う

対
象
冬
休
み
期
間
中
、
仕
事
、
そ
の
他

の
事
情
に
よ
り
家
庭
の
保
育
に
欠
け
る
児

童期
間
ロ
月
お
日
働
1
1
月
7
日
嗣

時

間

午

前

8
時
l
午
後
5
時
初
分

場
所

・
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
三
城
幼
稚
園
内
)

・
と
ま
と
ク
ラ
ブ
(
大
村
幼
稚
園
内
)

申
込
日
お
よ
び
場
所

健康テレホふサービス
ft23-4646まだはft0958-26-5511

月7の2 

月 ギフンバレー症候群

火 腸閉塞

水 赤ちゃんの黄だん

アマ
木 目薬の正しい使い方
/主¥ 睡眠薬の正しい使い方

士・白 高齢者の頻原

刈斗
A

t
i
 

-
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
ー
ロ
月
日
日
側
、
午

前
叩
時
1
日
時
ま
で
、
同
ク
ラ
ブ
学
童

保
育
へ

・
と
ま
と
ク
ラ
ブ
H
H
月
曜
l
土
曜
日
の
午

後
随
時
、
同
ク
ラ
ブ
学
童
保
育
へ

問
い
合
わ
せ
・
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
宮

@
4
0
8
4
高
野
)

-
と
ま
と
ク
ラ
ブ
(
包
⑪
6
4
3
8
)

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

鍵
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
が
、
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
ら
れ
た
と
き
に
支
払

っ
て
お
ら
れ
る
医
療
費
の
総
額
が
い
く
ら

だ
っ
た
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
?

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
診
療
で
か
か
っ
た

医
療
費
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
す
る
の
が
医

療
費
通
知
で
す
。
今
回
は
、

8
月
一
分
を
ロ

月
下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
、
老
人
保
健
事
業
の
健
全

な
運
営
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係



平
成

5
年
度

保
育
所
《
園
》
人
所
案
内

税
額
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
保
育
料
を
、

毎
月
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。

申
込
期
間

1
月
5
日

ωlω
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童

家
庭
係
(
内
線
1
5
3
、
1
5
4
)

※
入
所
申
請
書
は
、
福
祉
課
お
よ
び
各
保

育
所
(
園
)
に
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
保
育
所
(
園
)
に
入
所
中
、
ま

た
は
申
請
中
で
も
、
新
た
に
申
請
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
入
所
申
請
は
、
必
ず
保
護
者
が
直
接
福

祉
課
児
童
家
庭
係
に
来
て
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

公
立
保
育
所
池
田
、
中
央
、

私
立
保
育
園
萱
瀬
、
植
松
、

ば
、
常
盤
、
目
天
天
{
呂
、
諏
訪
、

ち
、
鈴
田
、
ひ
ま
わ
り

三
城
、
竹
松
、
本
町

妙
宣
寺
、
久
原
、
三
浦
、
松
原
、
わ
か

か
た
ま
ち
、
新
城
、
桜
馬
場
、
ふ
る
ま

入
所
資
格
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
か
つ
、
同
居
の
親
族
・
そ
の
他

の
人
が
保
育
で
き
な
い
場
合
。

①
昼
間
に
、
家
事
以
外
で
家
庭
の
内
外
で

働
い
て
い
る
人
。

②
妊
娠
中
か
、
出
産
後
聞
が
な
い
人
(
産

前
2
か
月
・
産
後
3
か
月
間
)。

③
病
気
、
ケ
ガ
、
ま
た
は
精
神
障
害
者
、

身
体
障
害
者
の
人
。

④
長
期
に
わ
た
り
病
人
な
ど
の
看
護
を
し

て
い
る
人
。

⑤
火
災
・
震
災
・
風
水
害
な
ど
の
災
害
の

復
旧
に
当
っ
て
い
る
人
。

対
象
児
童
平
成
5
年
4
月
1
日
で
0
歳

1
5
歳

保
育
料

平成 4年12月号広報おおむら

年
齢
別
に
よ
り
、
そ
の
世
帯
の

ちびっ子防火大会より

原爆被爆者二世の
無料健康診断を行います
対象者 ①両親またはそのどちらかが原爆被爆

者であること。

②昭和21年 6月4日(広島被爆の場合、昭和21

年 6月 1日)以降に出生した人。

申込方法 受診申込書(保健所と市福祉課に備

え付け)に必要事項を記入し、保健所または市

福祉課へ申し込んでください。

申込期間 12月 1日(刈-1月29日(針

受診方法 申し込みのとき「受診票」と一緒に、

受診できる医療機関の「一覧表」をお渡ししま

すのでこれを参照してください。

問い合わせ 県原爆被爆者対策課、大村保健所

または市福祉課福祉係

歳末たすけあい運動12月T日---25日

裏金は¥生活困窮者や長期 ;

入院患者への男舞金などに利

用されます。ご協力ください。

長崎県の最低賃金1=>>4，092円

.. ' 

長崎県内で働くすべての労働者に適用される「長崎県最低

賃金」が改正されました。

改正日 平成 4年10月14日より

改正額日額4，092円時間給512円

事業主の皆さん、労働者をこの金額未満で使用することは

できません。

労働者の皆さん、

よフ 。

この機会に自分の賃金を確かめてみまし

印
歳
以
上
の
定
年
に
達
し
た
労
働
者
を

継
続
し
て
雇
用
さ
れ
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
ヘ

お願い募金は¥社会福祉協

議会または各出張所ヘ¥12月

11日までにお届けくだ、さい。

雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平

成
4
年
叩
月
1
日
以
降
に

ω歳
以
上
の
定

年
に
達
し
た
労
働
者
を
引
き
続
き
雇
用
さ

れ
る
事
業
主
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定

年
後
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
の
離

職
時
の
賃
金
が
、
定
年
時
の
賃
金
に
比
べ

て
低
い
場
合
に
は
、
定
年
時
の
賃
金
に
基

づ
い
て
、
雇
用
保
険
基
本
手
当
の
支
給

(長崎県労働基準局)

を
行
う
た
め
(
た
だ
し
、
日
歳
以
上
の
離

職
は
対
象
と
し
な
い
)
「
{
疋
年
時
賃
金
証

明
書
」
を
速
や
か
に
事
業
所
を
管
轄
す
る

公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
村
(
宮

@
2
1
0
1
)
ま
で

-15 



市展人賞者第32回

美
術
の
秋
を
迎
え
¥
第
位
田
市
展
(
什

月パ
l

巳，
Eze--)6
日
)
に
は
¥
2
7
7
点
の
力

作
、
ガ
出
口
印
さ
れ
¥
市
民
多
数
の
参
観
を
得

ま
し
た
。

審
査
の
結
果
¥

で
す
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り

(
叡
柿
略
)

2
7
7
点
も
の
力
作
が
展
示
さ
れ
た
市
展

(日

/
1
1
6
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

高
齢
者
の
た
め
の
相
談
所
で
す

お
気
軽
巴
ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
を
と
り
ま
く
生
活
上
の

問
題
、
多
様
化
す
る
学
習
の
問
題

(
学
習
・
趣
味
活
動
)
、
高
齢
者
の

社
会
参
加
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
無
料
で
す
。

開
設
場
所
市
コ
ミ
セ
ン

相
談
日
時
毎
月
第
2
・
4
木
曜

日
、
午
前
刊
時
1
午
後
3
時

相
談
内
容
生
活
上
の
諸
問
題
に

関
す
る
こ
と
・
学
習
、
趣
味
活

動
に
関
す
る
こ
と
・
社
会
参
加
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
こ

と
・
そ
の
他

相
談
方
法
面
接
、
訪
問
、
電
話
、

文
書
な
ど
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
(
幸

町
お

i
お
宮
⑪
3
1
6
1
)

へ

大村市長賞(洋画)

吉富祥三さんの作品

τと
Eコ
=司
昌

キ学仁
子

義
則

ご刺問 、
ください

市
ミ
リ
映
画
・
ビ
デ
オ

新
し
く
購
入
し
ま
し
た

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

新
た
に
凶
ミ
リ
映
画
日
本
と
ビ
デ

オ
1
本
を
購
入
し
ま
し
た
。
操
作

認
定
証
を
お
持
ち
の
方
に
無
料
で

貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

子
ど
も
会
活
動
な
ど
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
(
宮
@
3
1
6
1
市
コ
ミ
セ

ン
内
)

4
年
度
購
入
教
材

。
叩
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
竹
本

ゴ
ン
ザ
と
ソ
ウ
ザ
(
特
別
活
動
・

ア
ニ
メ
)
、
人
間
の
詩
(
同
和
教

育
・
ア
ニ
メ
)
、

一
つ
の
花
(
平

和
教
育
・
ア
ニ
メ
)
、
パ
パ
ロ
ワ

視聴覚ライフ、ラリー

さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
(
特
別
活
動
・

ア
ニ
メ
)
、
わ
た
し
お
て
つ
だ
い

ね
こ
(
ア
ニ
メ
)
、
太
郎
ヶ
池
の

夏
祭
り
(
ア
ニ
メ
)
、
カ
パ
の
ポ

ト
マ
ス
(
ア
ニ
メ
)
、
裸
の
王
様

(
ア
ニ
メ
)
、
地
球
を
救
う
お
の

方
法
(
環
境
問
題
)
、
地
球
と
環

境
(
環
境
問
題
)
、
か
が
や
く
長

寿
(
高
齢
者
教
育
)

@
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
ペ
l

本

や
え
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し
(
道
徳

教
育
)

ハ
h
u--ム

-
大
村
市
長
賞
(
洋
画
)

パ
ス
を
待
つ
停
留
所

-
市
議
会
議
長
賞
(
写
真
)

秋

の

ソ

ナ

タ

早

田

・
教
育
委
員
会
賞
(
デ
ザ
イ
ン
)

み
ん
な
で
守
ろ
う
大
村
湾
松
尾

・
文
化
協
会
賞
(
彫
塑
・

工
芸
)

誓

い

福

地

佐

和

子

・
美
術
協
会
賞
(
日
本
画
)

高

野

槙

群

落

藤

浪

契

子

・
美
術
協
会
賞
(
主日)

サ
ル
「
主
」
甲
骨
文
に
よ
る
喜
々
津
富
子

奨
励
賞

・
洋
画
・:溝
上
悟
、
林
洋
子
、
本

多
揚
子
、
石
矢
邦
子
、
江
口
武
志

・
日
本
画
:
・
姫
松
吉
郎
、
吉
田
淑

子・
書
:
・
岩
谷
亮
子
、
古
瀬
恭
孝
、

市
村
幸
子
、
原
口
ク

ニ
、
西
小
野

敏
史

-
写
真
:
・
北
島
久
夫
、
渡
海
政
利
、

橋
口
ミ
ド
リ
、
野
口
済
司
、
志
田

和
枝
、
長
野
博
人
、
野
本
博
三
、

成
瀬
ヒ
ツ
ヨ
、
田
口
孝
、
安
永
敦

子
、
篠
原
拓

・
彫
塑
・
工
芸
・
:
下
川
宣
義
、
畠

田
武

レ
ヴ
ヴ
ト
弓
イ
f
ビ
デ
オ
を
生
か
υ
A々

，

ー
ビ
デ
オ
講
習
会
1

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
操
作
講
習
会

を
実
施
し
ま
す
。
あ
な
た
も
、
自

分
の
ビ
デ
オ
を
有
効
に
活
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ビ
デ
オ
は
V
H
S
の
み
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
カ
メ
ラ
は

お
貸
し
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
い
て
く
だ
さ
い
。-せん水艦に恋をしたクジラの話

(戸三メ15分〉

〈戸二メ19分〉
(戸二メ18分〉

10:00"'11 :00 
14:00'"↑5:00 

-クオレ物語難破船

市コミセン
西大村コミセン 日

時

ロ

月
6
日
師
、
午
前
叩
時

j
午
後
5
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

対
象

一
般
成
人
初
人

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(
宮
⑪

3
1
6
1
市
コ
ミ
セ
ン
内
)

-てんまのとらゃん(人形劇17分〉
・正しい歯のみがき方(保健衛生15分〉・1人ぼっちの狼と 7匹の子やぎ

〈戸ニメ18分〉

112月↑2日出|中地区公民館 110:00"'11:00 1 



平成 4年12月号広報おおむら

4、

入
札
ロ
月
刊
日
側
、
午
後
2
時

入
札
場
所
野
岳
湖
自
然
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー
(
東
野
岳
町
)

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

入
札
保
証
金
入
札
見
積
額
以
問

分
の
5
以
上
の
現
金

代
金
納
入
方
法
即
納

そ
の
他
印
鑑
を
持
参
じ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
観
光

物
産
係
(
内
線
2
4
2
)

新
年
名
刺
受
換
会

平
成
5
年
名
刺
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

平
成
5
年
1
月
4
日
側
、

午
後
5
時
初
分
1

場

所

パ

l
ク
ベ
ル
ズ
(
旧
玉
姫

殿
)

会
費
1
人
2
、
0
0
0
円

申
込
先
市
役
所
秘
書
広
報
課
ま

で
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

青
少
年
健
全
育
成

長
崎
県
民
大
会

市 12
コ月
ミ 13
セ日
ン(日)

午
後
1
時

ロ
月
5
日
出

野
岳
湖
南
サ
イ
ト
の

立
木
を
公
売
し
ま
す

②
講
演

演
題
「
秘
め
ら
れ
た
若
者
の
力
」

講
師
西
原
春
夫

参
加
対
象
中
学

・
高
校
生
お
よ

び

一
般
・
青
少
年
育
成
関
係
者

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン
(
包

@
3
1
6
1
)
 

大
村
混
声
合
唱
団

第
問
固
定
期
演
奏
会

日
時
ロ
月
5
日
出
、
午
後
7
時

開
演
(
午
後
6
時
初
分
開
場
)

場

所

市

民
会
館

曲

目

混

声
合
唱
組
曲
「
旅
」
、

愛
唱
曲
集

「
贈
る
言
葉
」
よ
り
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ル
バ
ム
、
混
声
合

唱
曲
「
島
よ
」

指
揮
伊
地
知
克
幸
、
中
村
隼
人

ピ
ア
ノ
田
中
明
子
漬
野
久
子

入
場
料
7
0
0
円
(
小
・
中
・

高
生
5
0
0
円
)

問
い
合
わ
せ
田
中
(昼
宮
(⑫
2

5
4
9
大
村
幼
稚
園
内
、
夜
宮
@

0
2
8
8
)
 

世
界
ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ

国
際
安
流

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

身
近
な
と
こ
ろ
で
交
わ
さ
れ
る
、

外
国
の
人
々
と
の
自
然
な
触
れ
合

い
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

コミセンまつりより

サ
ン
タ
と
あ
そ
ぼ
う

応
募
規
定
・
作
品
は
自
作
未
発

表
の
も
の
・
カ
ラ
l
プ
リ
ン
ト
単

写
真
で
4
切

・
応
募
点
数
は
何
点

で
も
可
・
入
賞
作
品
の
版
権
は
主

催
者
に
帰
属
し
ま
す

・
応
募
者
は

住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
電
話

番
号
、
年
齢
、
職
業
、
撮
影
年
月

日
、
撮
影
場
所
、
簡
単
な
画
題
を

写
真
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
県
内
在
住
の
人

ワ
ァ
ミ
リ
l
ワ
リ
ス
マ
ス
め
つ
ど
い
v

歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
ゲ
l
ム
を

し
て
、
サ
ン
タ
と

一
緒
に
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
の
タ
ベ
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
お
楽
し
み
に
グ

日
時
ロ
月
ロ
日
出
、
午
後
6
時

初
分
1
8
時
(
受
付
は
6
時
)

=招待親善サッカー大会=

署田崎神戸レディース
チ(日本女子サッカーリーグ)

よ国見高校サッカ一部
多くの皆さんの来場をお待ちしています。

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

内
容

ダ
ン
ス

・
ゲ
l
ム
・
プ
レ

ゼ
ン
ト
交
換
な
ど

参
加
費
4
0
0
円
(大
人
・
子

ど
も
共
通
)

参
加
申
込
前
も

っ
て
入
場
券
を

お
求
め
く
だ
さ
い
(
中
地
区
公
民

12月6日(日)10:00--

海上自衛隊大村航空墓地クラ

ンド

聞い合わせ 大村市サッカー協会

(ft@6782柴田)

日時

場所

第27回スポーツ少年団

バレーボール大会成績

応
募
期
限

1
月
日
日
開
(
必
着
)

賞
最
優
秀
賞
6
0
、
0
0
0
円

か
ら
入
選
1
0
、
0
0
0
円
ま
で

多
数

応
募
・
問
い
合
わ
せ
財
長
崎
県

国
際
交
流
協
会
(
干
制
長
崎
市
江

戸
町

5

9

松
尾
薬
局
ビ
ル
2
階

2
0
9
5
8
⑫
3
9
3
1
)
 

館
お
よ
び
市

コ
ミ
セ

ン
)

主
催

大
村
市
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
協
会

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮
@
1
3
7
6
)

10月17・18日の両日、市民体育館

で行われた「スポーツ少年団バレー

ボーノレ大会」。成績は次の通りです。

男子の部

①上鈴田

女子の部

①若鮎

③三浦 ・鈴陰②今村

②上鈴田

ウ

t-ーム



平
成

5
年
度
市
立
幼
稚
園

国
男
容
畠
姐
易
自
b
容
す

対
象

昭
和
白
年
4
月
2
日
l
m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

-
三
浦
幼
稚
園
は
、
昭
和
臼
年
4

月
2
日
l
平
成
元
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
幼
児
も
受
け
付
け
ま
す
。

幼
稚
園
名

三
浦
・
鈴
田

・
大
村
・

コ一城

・
中
央
・
西
大
村
・
竹
松

・

福
重

・
松
原
・
放
虎
原

申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
あ
る
願

書
で、

直
接
幼
稚
園
の
方
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

ロ
月
1
日

ω
i
m日

嗣問
い
合
わ
せ

課

教
育
委
員
会
庶
務

市営住宅入居者募集

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

東諏訪 1 3K 16，400 
1 

竹 松 1 2K 7，200 
種

池 田 1 3DK 15，500 

穏2重 原口アパート 1 3DK 20，500 

建築課住宅係

県営住宅入居者募集
募集住宅 市内空き家住宅が対象です。

申込期間 12月9日(水:)-11日働

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大村

事務所 (宮@6825大村パスターミナノレ 2階)

申込期限 12月7日(月)

申し込み、問い合わせ

なかちく公民結後期特別講座のご案内中央・

ft54-3161 ) 

教 室 名 内 タ広伏二g 期 日 対象 ・定員 講師(敬称略)

小倉百人一首の並べ方取り方、遊 12月24日側、25日働 小学 1年~

小倉百人一首 び方を楽しく 学びます。 26日(封、1月4日(月) 中学 3年生
野口 弘満

子どもかるた教室 (資料代 :100円) 午後 2時-4時 30人

( 1月 4日は、新春かるた大会) 計4回

(幸町25-33E:::~~河司ヨヨ・

ft53-1376) 

教 室 名 内
谷，τ且， 期 間 対象 ・定員 講師(敬称略)

おりがみで、季節にちなんだもの 12月19日(士)

子どもおりがみ
(クリスマスかぎり)などをおり 午後 1時30分~ 親子 または

吉良嘉代子
ます。 (教材費350円) 3時30分 小学生以上

クリスマスケーキのスポンジの上 12月21日(月)、22日伏)

クリスマスケーキ& 子な焼き方から飾りつけ、クリス 2日間
成人30人

クッキング教室 マス料理など楽 しい手作り料理教 午後 6時30分~
度中 恵子

室てやす。 (材料費1，600円) 9時

身近な材料を使った、 豪華なおせ 12月17日、 24日

お正月料理の作り方
ち料理の作り方を学びます。 毎週木曜日

成人30人 柳原 Jド言子ヨ「

(材料費1，600円) 午前10時-12時

自分で作ったミニ盆栽で新しい年 12月25日(翁

お正月ミニ盆栽作り教室
を迎えませんか。初心者でも作れ 午後 1時30分

成人30人 五反田良二
ます。 (教材費3，200円) -4時

(松並4丁目246-5-E務長玄6明司主・・

-性別・ 電話 ・希望する講座を一葉に一講座を書い

oo
 

--ム

申込期限 12月10日同 受講料は無料(教材費は実費)

申込方法 往復ハガキに、住所 ・氏名・年齢(学校名、学年)

て申 し込んでください。申し込み多数の場合は抽選します。

申し込み・問い合わせ 各公民館へ
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カレジター12月
ロ
月
は
、
固
定
資
産
税

(
4期)、
国
民
健
康
保
険
税

(
6期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

T日
乳鈎児健康相談松原出張所 ⑧13: 30-15 : 00 15自

(火) (火)
乳却児健康相談萱瀬出張所 ③ 9: 30-11 : 00 

2日
妊婦⑮母教室(オ) 市役所 13 : 00 -16 : 00 

(水) 子健康子帳 16日 妊婦教室(3) 市役所 13 : 00-16 : 00 

妊婦教室(5)(11月期分)中地区公民館 9 : 30~13 : 00 (水) ⑮母子健康子帳

4日 ⑮母子健康子帳、エプロン、みそ汁 3歳児健康診査大村保健所

(重苦 成人の健康相談福祉センター 13 : 00-15 : 00 ⑧ 9 :30-10:00、13: 00-13 : 30 

⑩40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の指分濃度調IJ走ほか 17日 ⑮平成元年6月生まれ (63年12月~元年 5月生まれ

当番医 (本)
てか、まだ受けていない人も受診してください)

6日 ⑮母子健康手帳、問診票

(日)
(内) 南野クリニック乾馬場町宮@2233 機能訓練根気の会福祉センター 13:30-15:30

(外・内)牧山 医院宮小路汀目宮@7831 定期巡回献血市役所 9 : 30-12 : 00 

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ 1 i霧6か月児健康診査

7日
市役所 9 : 30-11 : 00 ⑧ 9 : 00-9 : 30 16日

市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 

{月)
⑮母子健康手帳、ズボン

信号
⑨⑮...11日(針と同 じ

一般健康相談市役所 13: 00 -16 : 00 成人の健康相談 福祉センター 13: 00-15 : 00 

⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
⑩⑮...4日(針と同じ

19日
耳とことばの相談福祉センター 13:00-15:00

8日
乳却児健康相談市コミセン (土)

(火)
⑧ 9 : 30-11 : 00、13: 30-15 : 00 

当番医
⑮離乳食教室 10 : 30-15 : 00 20日

(日)
(内・胃)フジイ胃腸科クリ ニツク 東本町宮~8686

9日 妊婦教室(2) 市役所 13 : 00-16 : 00 
(整) 橋口整形外科医院 竹松本町宮(@8739

隊) ⑮母子健康子帳 却児教室(お口の健康と食生活)市コミセン

108 22日
⑧9 : 30~ 9 : 45⑨平成 2 年 6 月 ~7 月生まれ

(木)
機能訓練根気の会福祉センター 13:30-15:30 

(火〉
⑮母子健康子帳、問診票、歯ブラシ、タオノレ

妊婦教室同) 市役所 13 : 00-16 : 00 

T歳6か月児健康診査市コミセン ⑮母子健康手帳

竹田
⑧13 : 00-13 : 30 

⑮平成 3年5月生まれ(2 年12月 ~3 年 4 月生まれ 23日
当番医

働
で、まだ受けていない人も受診してください) (水・祝)

(内・小)長 崎 医 院寿古町宮@8615

⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
(産)後藤産婦人科医院 西大村本町 宮@6015

27日
当番医

13日
当番医

(内・外)渡辺医院 松原 1丁目 fi@8275 
(内・小)寺井医院玖島 1丁目 (日)

(日)
fi@3574 

(皮・泌)黒木医院 西大村本町宮⑪0211
(耳) わたなべ、耳鼻咽喉科杭出津2丁目 fi@2003 

略号の説明 ⑨…対象 ②...受け付け ⑩...内容

何回 乳切児健康相談竹松出張所 ⑮…持ってくるもの

(間 ⑧⑮...8日(火)と同 じ 当番医の診療時間 9 :00-18:00 

毎
月

1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
玖
島
1
丁
目
お
番
地
宮
間
同
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
制
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

人口の動き

竹月 1日現在

人口 言十 75.599
(+177) 

36.172 
(+91) 

39.427 
(+86) 

23.599 
(+67) 

男

女

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。

お気軽にご相談ください。

包 特設人権相談 ( 3日・木 10: 00-15 : 00) 

宗 行 政相談 (10日・木 9: 30-12 : 00) 

ζ 法津相談 (16日・水 10: 00-15 : 00) 
ι (申し込みガ10人になり次第締め切ります)
例
士日 父通事 故相談 (22日・火 10: 00-16 : 00) 

認 年金相談 (24日・木 10: 00-15 : 00) 

白 不動産相談 (25日・金 13: 00-16 : 00) 

※受け付けは午前 8時30分より行っています。
世帯数

)内は前月比

- 20 -

12月の大村ボート (4日-8日、 12日-16日、21日-23日賞金王場外発売、

25日-28日、 12月31日-1月6日新春特選レース)
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